
760

編 集 後 記

戦前までは わが国の医師の社会的地位は高 く 経済的にも恵まれていたが 近年は下落の一

途をた どつている.そ の実例や数字は滋に挙げるまでもない.医 師になるためには 他の業種よ

りも多年の修業を必要 とし 仕事の内容も重大なものであるのに このしまつである・健保制度

によつて医療費は低 くおさえられ 勤務医の俸給も一般俸給者と異ならぬ.こ れでは医者を志望

する意欲が起こらぬのも無理はない.一 点単価を一割程上げるのに大騒動である.そ の間に鉄道

や郵便の料金は簡単に上がり 労組はス トを行つてペースァ、.プやボーナスが跳ねあがる。或方

面の勢力は医療費の値上げには反対するが 上記の諸料金の値上げには沈黙している・医療は国

民が当然受けるべぎものであるから これを値上げしてはならぬ とか 支払う側の意見を尊重せ

よとか 挙げるならば国が負担せよとか云う.然 し鉄道も郵便も国民生活に欠くべからざるもの

であるのに これは簡単に上がる.支 払 う側は国民であるが その意見を問 う事もな く 国が負

担する事もない.土 地代 家賃 食品代等も簡単にあがる.医 者だけがサービスを強制 させ られ

ている状態である.

大学病院の施設の改善 定員の増加 職員の待遇改善等は甚だ望みが少い,国 公立の病院など

も 少い定員で 大量の仕事を 低い俸給で や りくりしているのである.そ んな事では充分な

医療は行い得ないし 将来は益 々悲観的である.他 方 世の中を見ると 娯楽や亨楽の機関は目

をみはるぼか りに豪勢になるし 東海道線の汽車を見ても別世界のようなデラックス振 りである

し 軍備もどしどし拡張されている.総 理大臣は米国で歓待を受けて日本は大国であると御 きげ

んであるが 風水審のひどさや 大学病院の無残さ等 をどう考えているのか.公 立病院の医師や

看護婦の定員は少いが その少い定員さえも 満たしている病院は殆 どないであろう.政 治塚 も

国民も 世の中で何が本当に大切であるかを認識し 特に医界の上層にある人達は 自己の安泰

に獅れずに 現在及び将来の日本の医療のために 真剣に考慮する責任がある(昭 和36年7月 ・).
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岐阜大学泌尿器科近藤教授が長崎大学へ転任せられた後任として京大泌尿器科助教授後藤薫氏

が決定せられた.
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